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　本学もこの春16期生を迎え、盛大に入
学式を挙行した。ということは、既に1～

11期の学生が卒業したわけで、同窓会も当然のことながら10
年の歴史を刻んだことになる。大学時代の友は、その後の人生
にとって、良き理解者であり、相談者である。今後、死ぬまで、つ
きあうことになるかもしれない。定期的に顔を合わせ、お互いの
がんばりを確認するには、同窓会のイベントは打ってつけであ
る。最近、各大学で「ホームカミングデー」と称するイベントが開
催されている。これは卒業生の来学を促し、旧交を温めるととも
に、大学の現況を知ってもらい、社会へのPRの手助けをしても
らいたいという意図があるように思う。本学の同窓会は10年と
まだ日が浅いが、今後は、世代の異なるOB・OGが一堂に会し、
その絆を強くする場になるだろう。本学の同窓生は、イベントの
あるなしにかかわらず、頻繁に大学に顔を出してくれる。必ずし
も同窓会の組織をあてにしなくても情報交換の機会はつくられ
るかもしれないが、公的なつながりの場として、今後も同窓会
は、100年先を見据えて強く太い柱でくみ上げられた強固な建
物のようにあってほしいと願っている。

　同窓会10周年、おめでとうございます。
　平成15年4月、専門学校から大学に学生課長と

して異動したときの最初のミッションが科学技術短期大学同窓会と大学
同窓会の統合でした。大学1期生は22歳、かたや短大1期生は30over。
同窓会統合においては、短大OBの将来を俯瞰した英断に助けられたこ
とが思い出されます。そして、今年、10周年を迎えられたこと、同窓会発足
に関わった者の一人として大変嬉しく思います。
　統合後の同窓会は創成期でしたから、堀江会長をはじめとする理事の
皆さん方との二人三脚で、ホームページ公開、会報「輝kirari」の発行
等々無から有を産み出す業務は、仕事でありながら本当に楽しく貴重な経
験でした。
　同窓生の皆さん、東北文化はまだまだ新しい大学です。歴史の1ページ
を作るチャンスはそこかしこにあります。新時代を担うみなさんは「輝ける
者」です。新時代に向けて何が出来るかと考え行動する“TBGUマイン
ド”を胸に秘め、次の20周年、30周年にむけ歩みつづけてください。
　いま私は、仙台を離れ3年目になりますがTBGUマインドは薄まってい
ませんよ！ 
　これからも応援します。

　本会は平成15年3月に発足し今年で10周年を迎えることができました。無事に節目を迎えることができたのは同窓
会員の皆様のご協力はもちろん、土屋学長をはじめ教職員の方々、事務局、大学からの多大なご支援をいただいた賜
物であり、改めて御礼申し上げます。
　この10年を振り返ると正直あまり明るい話題が出てきません。しかし、その中でも同窓生や学生の活躍や大学の近
況を聞くたびに、同窓会として何か力になりたい、でも基盤がまだ不十分で何もできない、そんなジレンマに思い悩んだ
10年だったと思います。
　本会は他の同窓会組織と比べれば歴史も浅く、企画したイベント等への参加率も正直芳しくありません。しかし、20
年・30年と年を重ね、皆さんが社会人として成熟していくことで、本会もまた成熟していく段階なのだと感じております。
　私としては１期生として後輩たちに何か残せているか実感はありませんが、本学の精神は幾久しく受け継がれていく
ものだと確信しております。

１０周年を迎えて

同窓会設立総会 □同窓生正会員1,510人2003（H15.3.18）
顧 問
会 長

副会長

学長　毛利　平
堀江　裕宗
（応用情報工学科　平成15年卒）

高橋　秀之
（短大 情報工学科　平成7年卒）

高橋　亮子
（リハビリテーション学科　平成15年卒）

定期総会 □同窓生正会員6,468人

2013（H25.10.20）

顧 問
会 長

副会長

学長　髙坂　知節
堀江　裕宗
（応用情報工学科　平成15年卒）

高橋　秀之
（短大 情報工学科　平成7年卒）

豊原　亮子（旧姓　高橋）
（リハビリテーション学科　平成15年卒）

定期総会 □同窓生正会員4,634人

正会員数  6,956人
H26.4.現在

2009（H21.8.9）

定期総会 □同窓生正会員5,152人2010（H22.10.24）

愛媛大学広報室副室長／教育企画室講師

阿部　光伸（元大学事務局　教務部長）

TBGUマインドを胸に
歩みつづけてください！同窓会監事

植木　章三 （学生部長）

同窓の大切さ

同窓会10年の歩み

同窓会キャラクター　「同窓宣隊キラレンジャー」誕生！

理 事 和田　孝一
（短大 建築設備環境学科　平成7年卒）

羽田　孝幸
（総合政策学科　平成15年卒）

大塚　由香
（保健福祉学科　平成15年卒）

監 事

幹 事

山崎　恭平
（学生部長）

高橋　秀典
（短大 情報工学科　平成7年卒）

佐瀬　正志
（応用情報工学科　平成15年卒）

菅野　淑恵
（保健福祉学科　平成15年卒）

理 事 和田　孝一
（短大 建築設備環境学科　平成7年卒）

羽田　孝幸
（総合政策学科　平成15年卒）

大塚　由香
（保健福祉学科　平成15年卒）

志賀野　桂一
（学生部長）

高橋　秀典
（短大 情報工学科　平成7年卒）

佐瀬　正志
（応用情報工学科　平成15年卒）
佐々木　淑恵（旧姓　菅野）
（保健福祉学科　平成15年卒）

監 事

幹 事

顧 問
会 長

副会長

学長　髙坂　知節
堀江　裕宗
（応用情報工学科　平成15年卒）

高橋　秀之
（短大 情報工学科　平成7年卒）

豊原　亮子（旧姓　高橋）
（リハビリテーション学科　平成15年卒）

理 事 臼田　美幸（旧姓　増子）
（短大　建設設備環境学科　平成12年卒）

荒山　直子
（保健福祉学科　平成15年卒）

大塚　由香
（保健福祉学科　平成15年卒）

佐々木　淑恵（旧姓　菅野）
（保健福祉学科　平成15年卒）

熊田　健一
（総合政策学科　平成15年卒）

羽田　孝幸
（総合政策学科　平成15年卒）

奥津　悠介
（総合政策学科　平成16年卒）

橋間　亮
（総合政策学科　平成16年卒）

一條　佑介
（環境計画工学科　平成17年卒）

木皿　吉彦
（応用情報工学科　平成19年卒）

角田　雅樹
（応用情報工学科　平成19年卒）

小林　圭太
（保健福祉学科　平成20年卒）

岩淵　史義
（保健福祉学科　平成21年卒）

高橋　美絵
（保健福祉学科　平成21年卒）

土谷　絵里子
（保健福祉学科　平成21年卒）

山田　淳司
（保健福祉学科　平成21年卒）

鈴木　博人
（リハビリテーション学科　平成22年卒）

志賀野　桂一
（学生部長）

佐瀬　正志
（応用情報工学科　平成15年卒）

監 事

2013（H25.10.20）

顧 問
会 長

副会長

理 事

学長　土屋　滋
堀江　裕宗
（応用情報工学科　平成15年卒）

高橋　秀之
（短大 情報工学科　平成7年卒）

豊原　亮子（旧姓　高橋）
（リハビリテーション学科　平成15年卒）

臼田　美幸(旧姓　増子)
（短大　建設設備環境学科　平成12年卒）

荒山　直子
（保健福祉学科　平成15年卒）

熊田　健一
（総合政策学科　平成15年卒）

羽田　孝幸
（総合政策学科　平成15年卒）

奥津　悠介
（総合政策学科　平成16年卒）

橋間　亮
（総合政策学科　平成16年卒）

監 事

一條　佑介
（環境計画工学科　平成17年卒）

木皿　吉彦
（応用情報工学科　平成19年卒）

小林　圭太
（保健福祉学科　平成20年卒）

岩淵　史義
（保健福祉学科　平成21年卒）

高橋　美絵
（保健福祉学科　平成21年卒）

土谷　絵里子
（保健福祉学科　平成21年卒）

山田　淳司
（保健福祉学科　平成21年卒）

鈴木　博人
（リハビリテーション学科　平成22年卒）

我妻　大史
（保健福祉学科　平成23年卒）

植木　章三
（学生部長）

佐瀬　正志
（応用情報工学科　平成15年卒）

同窓会の思い出

　同窓会設立１０周年おめでとうございます。「同窓会の思い出」と伺っ
て、真っ先に思い出すのは、一期生の皆さんが強い想いを込めて同窓会
設立の準備を進めていたことが、とても印象に残っております。当時は、完
成年度を迎えて、初めて卒業生を輩出することになり、同窓会設立にむけ
て、一期生の同窓会発起人の皆さんと髙橋大学事務局長（当時は髙橋
学生課長）が中心となり、私は学生課員として、まことに微力ながら同窓会
立ち上げのお手伝いをさせていただきました。一期生の皆様は、当たり前
ですが、先輩たちもおらず、試行錯誤を重ねながら、在学中は力強く本学
の土台を創っていきました。大学生として決して恵まれた環境でなかった
かもしれませんが、その厳しい環境が成長を促し、学生同士の仲間意識

ホームカミングデー2011

代表者会2013

※H26年4月現在の役員はHPをご覧下さい。

理事会2013

学生課　主任

名幡　晴央

出願番号：商願2014-066577号

基本 インタビュー 万歳 直立 走る 横向 歓迎

同窓会　会長

堀江　裕宗
（平成15年3月　科学技術学部
応用情報工学科卒）

や大学に対する思い入れは大変強いものとなり、卒業まで時間的にも猶
予がありませんでしたが、同窓会設立に強い想いを込めて着実に「歩み」
をすすめていきました。同窓会設立の「紆余曲折」（！？）を簡単にご紹介さ
せていただくと、活動休止状態であった、東北科学技術短期大学（本学は
短期大学から改組転換により開学いたしました）同窓会を大学同窓会に
移行して運営するために短大役員会・総会でご承認をいただきました。そ
の後、在学生から発起人を募り、大学同窓会設立総会を開催し、正式に
同窓会設立についてご承認をいただき、卒業祝賀会で無事にご報告がで
きました。同窓会名物（！？）恒例の餅つき大会で、そんな皆さんに再会す
ると、当時を思い出し「戦友」に再会している気分になり、懐かしさと社会
の一線で活躍されている皆さんがとても誇らしく感じます。あれからたくさ
んの月日が流れ、私もご縁（！？）があり、平成26年6月から再び学生課に異
動になり、充実した日々 を送っております。今後も会員の皆様のご協力をい
ただきながら、大学及び同窓会が一体となってますます成長できるよう、
私も微力ながらその「歩み」を少しでも進めるお手伝いができたら、これほ
ど幸せなことはございません。

保護者懇談会支援

ホームカミングデー2012

第九コンサート2013.12.10

ホームカミングデー2013

　平成25年度公募において、同窓会キャラクター「同窓宣
隊キラレンジャー」が誕生いたしました。今後、同窓会報や
同窓会のホームページ、イベント等で活躍の予定です。
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平成25年度　東北文化学園大学同窓会事業報告

●平成26年度  東北文化学園大学同窓会  収支予算

●平成25年度  東北文化学園大学同窓会  決算報告

平成26年度　東北文化学園大学同窓会事業計画

本会理事会で、検討されました平成２６年度事業計画及び収支予算を以下の通り
ご報告いたします。

1．機関誌の発刊、ホームページ等の管理運営
（１）同窓会報発行（年1回）
（２）公式Webサイト管理運営（リニューアルの実施）

2．会員名簿の整備及び管理
（１）会員名簿の整備・更新	 	
（２）会員住所判明調査

3．講演会、懇談会等の開催
（１）ホームカミングデー（文化学園祭出展など）
（２）10周年記念イベントの実施
（3）他団体主催会合支援（同窓会活動促進対策の一環として、

引き続き実施する。例：大学イベントへの後援等）

4．「進路・就職支援」及び「正課外活動支援」等、在学生に対する支援
（１）後輩の就職支援
	
5．その他本会の目的を達成するために必要な事業
（１）会費徴収業務（入学者・卒業者・既卒者　督促含む）
（２）会員サービス業務（学園歌CD制作・卒業記念品制作等）
（３）大学広報誌との連携	 	 	
（４）広報宣伝

キャラクター作成及び展開
（５）同窓会正会員の大学施設（体育館、会議室等）利用支援
（6）資格取得のための支援

6．会議及び監査
（１）理事会
（２）代表者会（年1回）	
（３）Working	Group：キャラクター作成・展開、会報制作、
　　　　　　　　　　ホームカミングデー、webサイト、10周年記念祝賀会
（４）会計監査（5月）

平成25年度同窓会事業及び決算について、以下のとおりご報告いたします。

1.会報の発行、ホームページ等の管理運営、会員名簿の作成
（1）同窓会報発行
（2）公式Webサイト管理運営
（3）会員名簿の整備・作成

2.その他本会の目的を達成するために必要な事業
（1）会費徴収業務
（2）会員サービス業務
（入学生向け学園歌CD制作・配付、卒業生向け記念品制作・配付）

（3）ホームカミングデー開催（10月）
（4）キャラクター公募及び決定

3.会議及び監査
（1）理事会	 （5月、8月、3月）
（2）代表者会	 （10月）
（3）定期総会	 （10月）
（4）会計監査	 （5月）

（単位：円）

収
入
の
部

科　目 予算額 25年度予算額 増減 備　考
A 会費収入 8,500,000 4,600,000 3,900,000

1 入会金 0 3,200,000 -3,200,000 　　　　

2 終身会費 1,000,000 1,400,000 -400,000

（平成25年度実績-3月末時点-）
・Ｈ25卒業生83名＝￥830,000-
　（平成26年度予想額）　
・卒業生100名　　　　　
￥10,000=1,000,000

3 会費 7,500,000 7,500,000
（平成26年度予想額）￥15,000
・H26年入学生500名＝￥7,500,000

B 寄付金収入 0 0 0
C その他の収入 1,500 2,000 -500

1 預金利息 1,500 2,000 -500
2 その他 0 0 0

当期収入計 8,501,500 4,602,000 3,899,500
D 前年度繰越金 7,647,570 6,915,921

収入計 16,149,070 11,517,921 4,631,149

支
出
の
部

科　目 予算額 25年度予算額 増減 備　考
A 事業費支出 4,583,640 1,965,150 2,618,490

1 会報作成費 1,000,000 900,000 100,000
年1回発行,昨年度より卒業生分を上
乗せ、発送代含む

2 Webサイト管理運営費 413,640 402,150 11,490 サイト保守契約料　413640

3 会員名簿整備及び管理費 20,000 20,000 0
正会員登録カード・保護シール作成費。
Ｈ25年度は保護シール予備有。
正会員カード作成等

4 10周年記念事業 1,000,000 0 1,000,000 10周年記念事業開催の場合
5 ホームカミングデイ事業費 150,000 150,000 0 Ｈ26年度を鑑み計上。宣伝費込み。

6 会費徴収事業費 100,000 131,000 -31,000
新入生入会案内、卒業生入会案内、
会費督促送付代

7 会員サービス事業費 200,000 250,000 -50,000
学園歌CDはＨ25年度の予備あり。
学位記授与式出席交通費、名入れ
ボールペン制作(25年度と同様の場合）

8 広告宣伝費 100,000 112,000 -12,000 同窓会キャラクター等制作の場合
9 webサイトリニューアル 1,600,000 0 1,600,000 ホームページリニューアル費用

B 会議費支出 498,160 551,100 -52,940
1 通信費 20,000 29,000 -9,000 資料郵送代、新役員の分も試算
2 会場費 0 0 0 大学内での開催とし、予算計上なし
3 交通費 250,000 300,000 -50,000 学外役員交通費
4 雑費 10,000 10,000 0 会議飲み物代等
5 監査費 218,160 212,100 6,060 東陽監査法人

C 事務費支出 2,071,000 2,055,000 16,000
1 消耗品費 18,000 12,000 6,000 月に1,500円使用した場合
2 通信・運搬費 7,000 7,000 0 資料郵送にかかる切手代など
3 印刷費 10,000 0 10,000 長３封筒
4 旅費・交通費 5,000 5,000 0 学外打ち合わせの際交通費

5 研修費 0 0 0
Ｈ25年度実績ないためＨ26年度も
見合わせ

6 人材派遣費 2,000,000 2,000,000 0
週3日（5時間/日）に変更。
月平均15日約129600円

7 雑費 10,000 10,000 0
Ｈ25年度は3年分ウイルス対策ソ
フト購入（期限Ｈ29.2末まで）

8 振込手数料 21,000 21,000 0 1件あたり860円。月2件の場合
D その他支出 5,000,000 0 5,000,000 基金積立　25年度支出見込み

当期支出計 12,152,800 4,571,250 7,581,550 　　　　　￥3,919,010
E 予備費 3,996,270 6,946,671 ※Ｈ25年度収入と支出の差額

支出合計 16,149,070 11,517,921 4,631,149 　　　　　￥-3,919,010
Ｆ 繰越金 7,536,326

資
産
の
部

分類 科目 金額
A 流動資産 13,380,646

1 普通預金                            13,350,188
2 貯蔵品 30,458

13,380,646

（単位：円）

負
債
・
繰
越
の
部

分類 科目 金額
A 流動負債 5,844,320

1 未払金                              184,320
2 前受金(預り金） 5,660,000

B 繰越金 7,536,326
1 前期繰越金                          7,647,570
2 当年度繰越金 -111,244

13,380,646

収
入
の
部

分類 科目 金額
A 同窓会費 3,810,000

1 入会金収入                          2,980,000
2 終身会費収入                        830,000

B 寄付金 0
1 寄付金収入 0

C その他の収入 1,419
1 預金利息収入                        1,419
2 その他の収入                        0

D 前期繰越金                          7,647,570

収入合計 11,458,989 

（単位：円）

支
出
の
部

分類 科目 金額 （予算）
A 事業費 1,537,937 1,953,150 

1 会報作成費                          917,291 900,000 
2 懇談会開催費                        0 0 
3 会員名簿作成費 6,300 20,000 
4 会費徴収事業費 61,432 131,000 
5 会員サービス事業費 32,888 250,000 
6 ITによる可視化事業費 402,150 402,150 
7 文化学園祭出展事業費 102,974 150,000 
8 広告宣伝費 14,902 100,000 

B 会議費 389,693 551,100 
1 通信費(会議費)                      6,123 29,000 
2 会場費(会議費)                      0 0 
3 交通費(会議費)                      170,220 300,000 
4 雑費(会議費)                        1,250 10,000 
5 監査費 212,100 212,100 

C 事務費 1,995,033 2,055,000 
1 消耗品費                            11,121 12,000 
2 通信運搬費                          3,675 7,000 
3 印刷費                              0 0 
4 旅費交通費                          2,360 5,000 
5 人材派遣費                          1,953,077 2,000,000 
6 雑費                                10,100 10,000 
7 振込手数料 14,700 21,000 
8 その他事務費                        0 0 

D その他支出 0 0 
1 その他の支出                        0 0 

E  予備費 7,690,320   
F  次年度繰越金 7,536,326

支出合計 11,458,989

平成26年3月卒
同窓会新役員

平成26年４月より3年間、東北文化学園大学同窓会活動を支える卒業生の皆様の
代表（幹事）、全17名の方々です。皆様よろしくお願いします

貸借対照表

収支計算書

第11期（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

第12期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

学科 専攻 氏名

リハビリテーション 理学療法学 佐藤　大樹
リハビリテーション 理学療法学 尾張　望実
リハビリテーション 作業療法学 遠藤　ことの
リハビリテーション 作業療法学 佐藤　哲
リハビリテーション 言語聴覚学 木幡　憲人
リハビリテーション 視覚機能学 小野　麻由美
リハビリテーション 視覚機能学 鈴木　麻美

保健福祉 保健福祉 阿部　直人
保健福祉 保健福祉 伊藤　由貴

学科 専攻 氏名

看護 亀川　真理
看護 小関　綾香

総合政策 髙橋　剛
総合政策 相原　綾乃

知能情報システム 竹丸　直翔
知能情報システム 菅原　和志
人間環境デザイン 西塚　侑貴

※過年度卒
保健福祉 生活福祉 荒山　直子

　このたび東北文化学園大学同窓会では、同窓会設立10周年にともない、記念式典・祝賀会を実施
いたします。第1期卒業生から今春卒業生、教職員までが一堂に集い、懐かしい顔を振り返りながら、
母校の思い出や未来を語る場となれば幸いです。
　当日は、本学卒業生の手話シンガー水戸真奈美さん（平成17年3月総合政策学科卒・本会報5号で
紹介）記念講演＆手話ソングライブを予定しております。多数の方々のご出席を心よりお待ち申し上げ
ております。

同窓会員の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか？　　
今年10月18日（土）、19（日）に、文化学園祭(喜努愛楽)が行われることとなりました。
同窓会では、18日（土）11：00～に同窓生の為のホームカミングデーとして、恒例の餅つき大会を行います。
つきたて餅は、おしるこ・手造り黒蜜＆きなこ・ゴマ味・磯辺焼きなど、様々なバリエーションで皆様に試食い
ただきます。（300名様分、なくなり次第終了となります。）
出来たてのお餅を、懐かしの母校で味わいませんか？
みなさんがくつろげる同窓会の部屋もご用意しておりますので、久しぶりの母校へ是非遊びに来てくださ
い。 
※餅つきに参加していただける有志の方も随時募集しています。

餅つき大会、同窓会懇親会についてのお問合せ ▼
東北文化学園大学同窓会事務局　alumni@office.tbgu.ac.jp　TEL.022-233-6194（担当：寺久保）

10月18日（土）
ホームカミングデー

へのご招待

「同窓会名物ぺったん餅店」開店！

お詫び
同窓会報vol.7に掲載しておりました平成２４年度　東北文化学園大学同窓会決算報
告ですが、手違いにより平成２３年度の決算報告と同一となっておりました。
誌面をお借りしてお詫び申し上げます。
つきましては、同窓会ホームページに正しい平成２４年度　決算報告を掲載しましたの
で、お手数ですがご確認願います。

　平成26年９月１日より同窓会ホームページ（以下、本サイト）がリニューアルされ
ました。リニューアルのコンセプトは次の３つです。
　（１）同窓会活動のわかりやすい情報提供（デザイン・サイト再設計）
　（２）同窓生ネットワーク力の発揮（コミュニケーションの場の提供）
　（３）最新技術の導入（WordPressのバージョンアップ、スマートフォンへの対応）
　今回のリニューアルでは、前述のコンセプトにもとづき、同窓会活動の情報をよ
りわかりやすく、より迅速に提供すべく、Fecebookとの連携も深めていきます。
　今後は同窓生に対して機会あるごとに本サイトの周知を行ってまいりますが、

（http://www.tbgu-alumni.jp/）リニューアル！！ホームページ
何よりも「アクセスしていただいた皆様からの口
コミ」がとても重要と考えます。
　同窓生の皆さんがお持ちのWebサイト、ブ
ログ、TwitterやFacebookなどのSNSを通じ
て、本サイトをご紹介いただけますようよろしくご協力をお願い申し上げます。
　また、本サイトの運営にご協力いただける同窓生も随時募集しておりますので、
ご協力いただける方は同窓会事務局までご連絡をいただけますよう重ねてお願
い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　

※参加希望の方は案内の返信用はがきをご利用ください。（同窓会事務局へ直接連絡いただいても結構です） ※詳しくは同窓会HPをご覧ください。

日時： 平成26年12月13日（土）
       15:30　受付開始
       16:00　記念式典・講演＆手話ソングライブ 水戸真奈美
       17:00　祝賀会（会費3,000円当日徴収）
場所： 勝山館「彩雲の間・瑞雲の間」
　　  （仙台市青葉区上杉２丁目１－５０）

水戸真奈美
オフィシャルサイトアドレス
http://www.mitomanami.net/



　文化学園祭実行委員会です。今年のテーマは「喜努愛楽」です。
　これには、「沢山の人が笑顔になり、また来年も来たい！と思ってもらえるような学園祭にしたい」という想いが込められており、この方針に基づいて
日々 活動をしています。
　今年も芸能人企画を実施し、お笑いライブと音楽ライブとで２日間に分けて行う予定です。昨年以上に豪華なライブに致しますので期待してくだ
さい。また、学生たちによる屋台出店やステージでのライブ、そして学科ごとによる研究発表などがたくさんあります。
　今年は学生への呼びかけを強くすることにより、屋台のブース数を増やす予定なので、より盛り上がりを見せ
られると思います。実行委員会では、テーマのイメージに因んで、例年以上に学内装飾は視覚的に力を注ぎ、
学園祭全体の雰囲気が楽しく感じられるはずです。さらに、特設ステージでは実行委員が考えた企画や、ビン
ゴ大会等を実施し豪華な景品をたくさん用意しています。また、2日目の夜には、花火を打ち上げます。昨年度よ
り豪華になった花火で最終日を華やかに飾ります。来場者の方々に楽しんでもらえるためにも、実行委員一同、
精一杯努力していくので、ぜひ「文化学園祭２０１４」に足を運んでみてください。よろしくお願いします。

文化学園祭実行委員長　千葉 勇也（科学技術学部　知能情報システム学科3年）

大学近況報告

文化学園祭2014 開催のお知らせ
テーマ 「喜努愛楽」 開催日： 平成２６年１０月１８日（土）１９日（日）

文化学園祭2014 開催のお知らせ文化学園祭2014 開催のお知らせ

入学式
2014.4.4

新入生学外研修
秋保・佐勘
2014.4.7～8

医療福祉フォーラム
江陽グランドホテル
2014.6.15感謝の日

2014.6.28

ダンスサークル「FiVE」
科学技術学部　知能情報システム学科3年　木皿 康太

　私たちダンスサークルは、
昨年度から「FiVE」という
サークル名をつけて活動し
ています。現在のサークル員
数は約40人で毎日体育館
で活動しています。
　今、活動しているほとんど
のメンバーが、大学に入って
からダンスを始めています。
毎週水曜日には基礎練習をして、みんなと練習する時間を作り、楽しく
活動しています。
　そして、日々の練習の成果は、学内の発表会と最大のイベント「文化
学園祭でのダンスショーケース」においてジャンルごとであったり、ジャ
ンル混合のチームごとのショーを作り、発表することです。発表会は昨
年度から始め、今年は昨年を大幅に上回るお客さんが来てくださいま
した。文化学園祭では、2日間ともダンスショーケースを行っています。
　また、夏には合宿、冬には専門学校のクリスマス会に出演していま
す。学内行事だけにとどまらず、学生限定のダンスバトルイベントや
ショーケースイベントに出ています。
　私たちFiVEはダンスを通してたくさんの出会いがあるアットホーム
で温かいサークルです。

サークル

科学技術学部　住環境デザイン学科
平成22年3月卒業

Abe スノーボーディング

代表  阿部 政俊

　私は今、Abeスノーボーディングという個人事業を開業して、スノー
ボードを職業としています。主な仕事内容はスノーボードの先生です。今
の職業を一生やって行こうと在学中に決心して就職活動なども行いませ
んでした。在学中は年中スノーボードに夢中で授業を休んだりすることも
ありましたが、担当の先生は私を見捨てずに授業へと誘ってくれたのを覚
えています。その甲斐もあってなんとか無事卒業をすることができました。
　先生には学習面以外でも将来の夢について相談に乗って頂いたり、応
援して頂いたのが今の自分の考えや生き方に繋がっていると考えます。
　そのような教えから、更なる自分の技術向上を目指し住み慣れた場所
を離れ、一人で海外に行きスノーボード修行もしました。
それが実って平成25年の3月南郷スロープスタイルセッションにてアマ
チュアトップの成績を収めてプロに昇格しました。しかし、プロになったから
といってもゴールではありません。ここからがスタートです。
　今後は開業した個人事業とプロとしての選手活動、この二つを進めて
行きます。
　これからも僕は挑戦者です。在学生の皆さんも、実現したい夢に向かっ
てお互い頑張りましょう。

スノボのプロとして頑張ってます！

2つの夢

　サワッディーカ！花見・七夕・芋煮・光ぺ・仙台の四季を彩るイベントが
懐かしいです。ここは年中真夏のタイ王国。私は平成25年３月より青年
海外協力隊作業療法士隊員として郡立病院にて活動しています。日本
の作業療法士がおよそ65,926名いるのに対しタイでは826名。作業
療法士の知名度はとても低くマイナーな職業。日本とタイでは生活習
慣も文化も異なり、日本で学んだことをそのまま治療に生かすことが困
難なことが多いです。日本と大きく異なる点は貧富の差や職業によって
通院する手段が異なること。そのため継続して作業療法を受けられな
い患者様がいることです。週に１回患者様のお宅へ訪問し、自宅ででき
るリハビリテーションのアドバイスを実施しておりますが、対象の患者様
が多いために全ての患者様に充分なサービスを提供できないのが現
状です。いろいろな壁にぶちあたり国分町が恋しくなる時もありますが、
現地の方のやさしさに支えられ楽しく過ごしております。ここでたくさん
のことを吸収し、帰国後は２年間の活動の経験を生かした社会還元が
できたらと思います。ポップガンマイナカ！ またあいましょう。

医療福祉学部　リハビリテーション学科　理学療法学専攻

１年  伊藤 朝洸

　私の身体には先天性の障害があります。小学生の
頃、麻痺のある左足の手術をしました。そのときに、心身
ともに支えてくれた理学療法士に憧れ、理学療法学専
攻へ進もうと決心しました。
　私には２つの夢があります。
　１つ目はパラリンピックのバドミントン種目でメダルをと
ることです。中学から習い始め、これまで苦しい練習に
耐えてきました。日本強化指定選手になることができま
したが、まだまだ力不足だと実感しています。大学でも練
習に励み、『世界』を舞台に多くの人に夢と感動を届け

タイ人の優しさに助けられて

ることのできるプレーヤーになりたいと思っています。
　2つ目は私と同じように身体に障害がある方 を々支え
ることのできる理学療法士になることです。
　大学生となって3ヶ月が経ちました。振り返ると、一人
暮らしには慣れたものの、まだまだバドミントンと勉強を
両立できず中途半端になってしまいます。これからバドミ
ントンは大会シーズンに入り、勉強は後期になるとますま
す大変になると聞きました。大学生活で後悔しないよう
に、バドミントンと勉強に全力で取り組んでいこうと思い
ます。

医療福祉学部　リハビリテーション学科・
作業療法学専攻

平成18年3月卒業

 菅原 万喜
青年海外協力隊・平成24年度４次隊・作業療法士

配属先：ラーチャブリー県ポタラーム郡ポタラーム病院

任期：平成25年３月から平成27年３月

キラリ

輝人輝 人キラリキラリ

　　　私は現在、一条工務店仙台で新築工事
の現場監督として建築現場の管理をしていま
す。お施主様、職人さん、現場近隣、各方面の
皆様の気持ちを汲み取りながら住宅を作り上
げます。苦労もありますが住宅が完成し、お施
主様にお引渡しした時の達成感は素晴らしい
物です。
　現在に至るまで私は何度もの人生の選択をしてきました。数々の選
択の先に私はいて、今の自分を作っているのだと思います。私は東北
文化学園専門学校で3年間建築を学び、その後東北文化学園大学に
編入し総合政策で2年間学びました。今思えば、この時の大学編入と
いう選択が今後の人生に大きな影響を与えたと感じております。
　目標を設定し「決めたからにはやるしかない」という気持ちで大学生
活を送りました。家族、恩師、友達の支えのおかげで国家資格取得、ダ
ンス世界大会出場、第一志望企業内定、この全ての目標を達成する
事が出来ました。
　悩んで選択する事自体も大事だが、選択した後にその選択に責任
を持ちどれだけ頑張れるかが最も重要な事だと最近改めて思います。
現在も別の国家資格取得に向けて仕事をしながら勉強を頑張ってい
ます。選択出来る環境に感謝しこれからも理想の自分になれるように
日々 精進していきたいと思います。

「選択」
平成23年3月卒業　山田 勇人

総合政策学部　総合政策学科
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　謹啓　関係者の皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は本学校法人の教
育運営につきまして格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、本学校法人は、平成２０年１月に民事再生手続きが終結いたしました。その後経営再建に努め、この６月に最
終弁済を繰り上げて履行し、再生計画に基づくすべての弁済を完了いたしました。
これまで皆様から賜りましたご支援とご厚情に改めて深謝申し上げます。
　本学校法人では、平成２５年４月に理事長・理事・評議員を一新しました。引き続き、新体制のもと、教職員一丸と
なって学校経営のさらなる安定化と教育の質の向上に努めて参る所存です。
　今後とも本学校法人への変わらぬご厚情とご厚誼を賜りますよう心からお願い申し上げます。

謹言

平成２６年６月吉日

学校法人東北文化学園大学　　理事長　土屋　滋
東北文化学園大学　　学　長　土屋　滋

民事再生の
弁済計画に基づく
最終弁済完了の
お知らせ
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　秋らしい空気が肌を包む季節になりました。皆様お元気ですか？東
北文化学園同窓会も会報の発行、ホームカミングデーの定着、総会
の開催、そしてこの先は10周年記念行事と活動を着 と々進めており
ます。それでもなかなか会員の皆様へのアピール力の不足を感じて

いた我々同窓会理事会ではその若さと柔軟な発想で「そうだ！キャラ
クターを作ろう！」という企画が発足しました。
　当初はご当地ヒーロー的なものを考えておりましたが、会員及び学
生会員に向けた公募の結果「キラレンジャー」が誕生いたしました。
親しみやすいチープな衣装、利用する教室数は少なくても学生食堂
で存在感抜群の本部棟（５号館）の仮面、ちょっとしゃ
くれたあご、どれも企画班のハートを射抜いてくれまし
た。他にもこれは！と思うものがあり、選ぶのにはかなり
迷いましたが、この「キラレンジャー」が私たち同窓会
会員をぴっかりと照らしてくれることを期待して採用に
なりました。今後の活躍にご期待ください！（P3参照）

同窓会費の納入について

本会は、会員の皆様からの会費により運営
を行っております。平成25年度以前の会費
は、入学時に入会金として5,000円、卒業時
に終身会費10,000円の納入をお願いして
おります。また平成26年度からは入学時に
会費として15,000円の納入をお願いして
おります。まだ会費を納入いただいていない
場合は、会費の納入をお願いいたします。

【会費振込先】
仙台銀行本店営業部
普通預金  4755741
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化
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学
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園
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大
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学
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同
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窓
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会
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※お振込の際は、学籍番号とお名前を必ずご入力くださ
い。学籍番号は同窓会報送付封筒に印字しております。

※恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください。

同窓会WEBサイトを
ご活用ください

平成22年より、同窓会公式WEBサイ
トでは、同窓生に関わる情報や学園の
イベントなどを皆様にお届けしていま
す。
また、会員同士が自由に情報を発信し
交流ができる、「同窓生の輪」というコ
ンテンツもあります。
短大、大学の卒業生が末永く、縦・横の
繋がりを維持し支え合っていくために
作成されました。
皆さんどんどん活用
してくださいね！！

携帯サイトはこちら▶

《お願い》
住所変更をお知らせください

本会では、同窓会報を始めとする各種ご案
内を会員の皆様へお送りしております。ご住
所、お名前の変更があった場合には、本会へ
お知らせください。変更の情報は、同窓会公
式WEBサイトから、もしくは郵送にてご連絡
をお願い致します。

【問い合わせ先】
東北文化学園大学同窓会事務局
仙台市青葉区国見6丁目45-1
大学事務局教務部学生課内
電話　022-233-6194
※お預かりした個人情報は同窓会活動のみ
　に利用し、名簿の販売・頒布は行いません。

携帯サイトはこちら▶

　東北文化学園大学同窓会は今年で創立10周年を迎えます。同窓会の記念事業が企画されている中
で、是非積極的に推進して欲しいものに、会員名簿の整備があります。
　私立大学は、文部科学省による「大学改革実行プラン」（平成24年6月）に従い、大学改革の最中にあり
ます。このプランは平成24年を改革始動期、今年平成26年は改革集中実行期に当たり、平成27年から3
年間は、改革検証・深化発展期と位置づけられています。この間にしっかりした教学改革を行い、学科・専
攻毎に３つのポリシーを明確に定め、他大学との差別化を行い、高校生・市民から選ばれる大学として生き
残りをかけなければなりません。
　私たちの大学は、学内整備の一環として、今年からIR室を立ち上げました。IRはinstitutional 
researchの略ですが、大学内に分散している各種情報を調整統合し、一元管理をすることにより、学内の
現状を的確に把握し、客観的なデータに基づいた大学改革に結びつけていくための組織です。入学から
在学中の教学データは学内に存在しますが、卒業後の進路や現住所等の情報は、同窓会名簿に頼らざ
るを得ません。ところが、私たちの同窓会の名簿機能は、決して十分ではありません。同窓会創立10周年
を契機に、この名簿機能を是非充実させていただきたいと願っています。

同窓会機能の充実
東北文化学園大学
学長　土屋　滋

平成１５年３月　医療福祉学部
リハビリテーション学科　理学療法学専攻卒業

副会長　豊原  亮子（旧姓高橋）

あとがきにかえて

−キラレンジャーへの思い−　




